
　
困
り
事
を
解
決
す
る
た
め
に

　
久
留
米
市
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人

や
団
体
が
互
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
な

が
ら
共
に
地
域
づ
く
り
を
行
う
活
動
で

す
。
そ
の
一
助
と
し
て
「
市
民
活
動
・

絆
づ
く
り
推
進
事
業
費
補
助
金
」（
絆

補
助
金
）
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
地

域
の
こ
と
を
思
い
、
取
り
組
む
市
民
活

動
を
応
援
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
絆
補
助
金
を
活
用

し
た
団
体
は
78
あ
り
ま
す
。
活
動
を
始

め
た
き
っ
か
け
の
多
く
は
、
市
民
の
多

岐
に
わ
た
る
日
常
の
困
り
事
を
解
決
し

た
い
と
い
う
思
い
。
防
災
活
動
や
地
域

の
魅
力
向
上
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
活
動
内
容
や

目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ど
の
団
体
も

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
思

い
を
「
カ
タ
チ
」
に
し
て
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
も

　
絆
補
助
金
は
市
民
活
動
団
体
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
よ
る
事
業
が

対
象
で
す
。
市
民
が
主
役
と
な
っ
て
地

域
の
困
り
事
を
解
決
す
る
活
動
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
解
決

し
た
い
課
題
や
目
指
す
状
態
、
方
法
な

ど
を
市
の
担
当
部
局
と
共
有
す
る
こ
と

や
、
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ
る

こ
と
が
要
件
で
す
。

　
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
は
、
団
体

独
自
の
自
由
な
発
想
を
生
か
す
「
か
な

え
る
ニ
ー
ズ
部
門
」、
市
と
協
働
し
て

活
動
に
取
り
組
む
「
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー

部
門
」
の
２
つ
を
設
け
て
い
ま
す
。
校

区
や
自
治
会
が
取
り
組
む
事
業
に
は
、

絆補助金で市民活動を後押し

思いをカタチに
　住みよいまちづくりを進める取り組みを、自発的に行っ
ている団体があります。令和4年度に絆補助金を活用して
活動した2団体を紹介します。

　南校区には児童センターや図書館などがあり
ません。そこで、子どもたちが友だちと遊んだ
り、地域の人に勉強を教えてもらったりできる
場所づくりとして「ミナミナこどもきち」を立
ち上げました。場所は南校区コミュニティセン
ターや集会所。保護者が仕事で送迎できないと
きでも通えるようにしました。子どもたちが楽
しそうに過ごしているのを見ると始めてよかっ
たと思います。今後は地域とのつながりをさら
に深めて、関わる大人を増やしていきたいです
ね。開催日も、現在の月 1 回から毎週、毎日と増
やして、1 人でも多くの子どもたちを笑顔にでき
るようにしていきたいです。

ミナミナこどもきち
代表
江頭恵子さん

子どもの笑顔が活力

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど

お
も
ち
ゃ
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

　活動のきっかけは、子どもの頃の経験です。
お菓子を買うと見ることができた紙芝居屋に、
お金を持っていなかったことで断られてしまい
ました。とても悔しくて、お金がなくても誰も
が楽しめるものを作りたいと強く誓った出来事
でしたね。約 40 年前から仲間と一緒に紙芝居
の読み聞かせイベントなどに取り組んでいま
す。場所は久留米市内や全国各地の小学校や公
民館。コロナ前は 1 人 1 品料理を持ち寄る収穫
祭「田んなかっ祭」も開催していました。遊
びに来ていた子どもが親になり、自分の子ども
を連れて参加することもあります。このつなが
りを大切に活動を続けていきます。

ボランティアグ
ループ野火代表
江上和子さん

原点は悔しい経験

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
活
性
化
部
門
」

を
設
置
。「
か
な
え
る
ニ
ー
ズ
部
門
」

の
特
別
枠
と
し
て
、
市
民
活
動
を
新
た

に
始
め
て
み
た
い
人
向
け
に
「
協
働
の

た
ね
ま
き
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
」
も
あ
り

ま
す
。
次
年
度
に
向
け
た
準
備
や
、
事

業
の
拡
大
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。
事

業
を
ど
の
部
門
で
提
案
す
れ
ば
い
い
か

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
協
働
推
進
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
０
６
４
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９

７
０
６
）

◆かなえるニーズ部門活用 ◆協働のたねまき・チャレンジ枠活用

手
作
り
の
紙
芝
居
で
読
み
聞
か
せ
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

私たちが
サポートします

　久留米市は、既に活動している団体だけで
なく、これから始める団体もサポートします。

「活動やイベントを広く伝えたい」、「活動中
にけがをしたらどうすればいい」、「事業費が
足りない」などの疑問へも助言。補助金の申
請書類の作成を手伝ったり、必要に応じて他
の団体や関連部局につないだりもします。市
民活動について知りたい人や参加してみたい
人からの相談も受け付けています。気になる
ことがある人は、まずは連絡してください。
活動をよりよいものにするために、私たちが
一緒に考えていきます。

38
年目

協働推進課の
皆さん

私
た
ち
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す

支援内容をまとめた
チラシも設置しています！

1
年目
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